
 

6年上第 17回例題 N7 
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いつも A→B（上り）にかかる時間は， 

  48÷12 = 4時間 

     ↓ 

いつも B→A（下り）にかかる時間は， 

  7-4 = 3時間 

必修例題 2 

 

 

いつもの上りと下りの速さ

の比は， 

  
1

4
 : 

1

3
 = 3 : 4 

     ↓ 

いつもの下りの速さは， 

  12x
4

3
 = 16 km/時 

    ↓ 

流れの速さは， 

  (16-12)÷2 = 2km/時 

ある日の上り速さは 

いつもの 
𝟑

𝟒
 倍(

𝟒

𝟑
倍の時

間の逆比)なので， 

 12 x 
3

4
 = 9 km/時 

    ↓ 

ある日の下りの速さは， 

 9 + 2x2 = 13km/時 

時速 13km 

予習シリーズの別解 



 

  

 

 (1) 上りの速さは， 

    9600÷24 = 400 m/分 より， 

  エンジンを止めないときに P-Q にかかる時間は， 

    1500÷400 = 37.5 分 

      ↓ 

 エンジンを止めていた時間 ＋ R点まで戻った時間の合計は， 

    87.5 - 37.5 = 50 分間 

      ↓ 

 エンジンを止めていた時間は(64-24=)40分なので，   

 R点まで戻った時間は (50-40=)10分 

      ↓ 

   流れの速さ と 上りの速さ の比は，  

    
1

40
 : 

1

10
 = 1 : 4 

   したがって，流れの速さは， 

    400 x 
1

4
 = 100 m/分 ⇒ 分速 100m       

                                  

 

分速 100m 

(2)の解説は次ページ 



  
(2)  (1)の説明より， P-Q まで 37.5分かかるので， 

  右の図の ▲印 は(87.5-37.5=)50分 

  これは B が Qから P までかかった時間です。 

   

  また， 

     下りの速さ＝ 上りの速さ + 流れの速さ x2  より， 

 

   下りの速さは， 

     400 + 100x2 = 600 m/分 

        ↓ 

  B が Q から R までかかった時間は， 

     (15000-9600)÷600 = 9分 

        ↓ 

   Rから P までかかった時間は， 

     50-9 = 41 分 

   Rから P までの道のりは 9600m ですから， 

  ここで つるかめ算で χ を求めます。 

        ↓ 

   41分間すべて 600m/分とすると，進んだ距離は， 

     600x41 = 24600 m より， 

  (24600-9600)÷(600-100) = 30 分間 ・・・エンジンを止めた時間(χ) 

     

 

 

 

つるかめ算 

 

 

30分間 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄橋をわたるときの速さを pm/秒 

トンネルを抜けるときの速さを Qm/秒とすると， 

    P : Q = 1 : 1.2 = 5 : 6 

 同じ道のりにかかる時間の比は， 

   
1

5
 : 

1

6
 = 6 : 5 

pm/秒 でトンネルをぬけたときにかかる時間は， 

   35 x 
𝟔

𝟓
 = 42 秒 

このときの速さは， (860-230) ÷ (42-15)  

               = 23
1

3
 m/秒 

 

 

 

 

 鉄橋のときで考えると， 

    列車の長さ(▲)は， 

    23
1

3
 x 15 - 230 = 120 m 

 

120 m 



 

5 エスカレーター 



 


